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宇宙磁場の生成と観測

宇宙論的磁場の生成
・再イオン化
・構造形成
・第１世代星
・原始ゆらぎ
・相転移
・インフレーション

宇宙論的磁場の観測
・ファラデー回転
・宇宙背景放射のゆらぎ

ＧＲＢなどの高エネルギー天体からのpair echoを
用いた新しい方法でボイドの微弱磁場を観測する

・痕跡を磁場として
残す

・ボイドではそのまま
保存されている

・磁場を通して探る
・弱い（10      G）

10    G程度の感度
→ 全然足りない！
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磁場により曲がり、到着時刻が遅れる
遅延時刻 → 磁場の強さ

pair echoの存在
→ TeV放射の証明



スケール感覚
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ターゲット

～ 10Mpc

地球

GRB・ブレーザー

天体と周りの配位に
寄るが、だいたい
ボイド磁場を検出



lightcurve (1GeV)

磁場強い
→ 遅延時間長い
→ flux小さい

prompt: 50 sec



lightcurve (100GeV)

エネルギー大きい
→ 遅延時間短い

prompt: 50 sec



pair echoスペクトル 磁場強い・エネルギー小さい
→ 遅延時間短い



pair echoの観測可能性

観測できる条件
・近い ・磁場が弱い



GRB pair echoまとめ

・pair echoの観測 → TeV放射の証明・磁場測定

・磁場が弱くてGRBが近いと観測可能

z < 1のGRBは１～２割？

・afterglowには（たぶん）あまり隠されない

・ブレーザーでも同様のことが可能

・GLASTに期待！
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afterglowとの比較

afterglow  10        erg53-54

early phaseでafterglowに
隠されてしまいがちだが
jet breakがあるので完全に
隠れることはないだろう。



cutoff enegy, EBL依存性
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